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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で
し
た
か
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
華
や
い
だ
気
分
で
迎
え
る
新
年
で
す
が
、
今
年
は
様

相
が
異
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
２
月
に
横
浜
の
ク
ル
ー
ズ
船
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
の
受
け
入
れ
か
ら
始
ま
り
、
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
当
院
で
は
一
般
病
床
２３
床
を
感
染
患

者
の
専
用
病
床
に
あ
て
、
年
明
け
ま
で
に
延
べ
１
２
０
人
以
上
の
入
院

治
療
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診
療
に
従
事
す
る
医
師
・
看
護
師
・

そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
大
変
誇
り
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
発
熱
外
来
も
開
設
し
、
現
在
ま
で
に
延
べ
１
５
０
０
人
以
上

が
受
診
し
て
い
ま
す
。
直
近
の
陽
性
率
が
８
～
９
％
と
高
い
こ
と
か
ら

も
、
当
地
域
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

Ｑ 

．
Ａ 

．

　

さ
て
、
当
院
は
１
９
５
０
年
に
開
設
し
、
昨
年
１１
月
1
日
に
創
立
７０

周
年
を
迎
え
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
記
念
式
典
の
開
催
や
記
念
誌
の
発
行

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
創
立

記
念
日
に
合
わ
せ
て
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
」
の
植
樹
だ
け
は
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

更
に
、
昨
年
の
も
う
一
つ
の

大
き
な
事
業
は
、
病
院
機
能
評

価
の
更
新
審
査
で
し
た
。
本
来

は
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
ち
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
１２

月
に
延
期
し
て
実
施
い
た
し
ま

し
た
。　
　
　
　

　

１
月
中
旬
現
在
、
ま
だ
結
果

は
届
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
サ
ー

ベ
イ
ヤ
ー
か
ら
は
大
変
好
意
的
な
評
価
を
多
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

※ 
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
」
に
つ
い
て
は
、
「IN

F
O
R
M
A
T
IO
N

」（
裏
表
紙
）

で 
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
長
　
伊
藤
　
博

正面玄関左側に植樹した「ヒポクラテスの木」
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例
え
ば
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
し
ま
し
た
が
、
一
昨
年
に
開
催
し
た
「
親
子
ふ
れ
あ
い
病
院
体
験
」

の
よ
う
な
企
画
は
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
職
員
と
の
繋

が
り
が
強
化
さ
れ
、
将
来
の
赤
十
字
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
に
も

繋
が
る
非
常
に
大
切
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

院
長
室
に
「
赤
べ
こ
」
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
丑
年
に
合

わ
せ
て
飾
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　
「
赤
べ
こ
」
は
福
島
県
の
会
津
地
方

の
伝
説
に
出
て
く
る
牛
を
模
し
た
置

物
で
、
そ
の
昔
、
天
然
痘
が
流
行
し

た
と
き
に
「
赤
べ
こ
」
が
現
れ
て
厄

病
を
退
散
さ
せ
た
、
或
い
は
災
害
時

に
赤
べ
こ
が
現
れ
て
そ
の
地
域
を
災

害
か
ら
救
っ
た
な
ど
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
大
阪
の
薬
の
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
少
彦
名
神
社

の
「
首
ふ
り
虎
」
な
ど
も
飾
っ
て
い
ま
す
。
迷
信
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
日
で
も
早
く
こ
の
疫
病
が
退
散
す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

本
年
も
深
谷
赤
十
字
病
院
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｑ 

．
Ａ 

．

　

し
ば
ら
く
は
「W

ith

コ
ロ
ナ
」
の
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
さ
ん
の
受
け

入
れ
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
当
院
の
地
域
に
お
け
る

公
的
機
関
と
し
て
の
役
割
、
つ
ま
り

救
急
医
療
、
周
産
期
医
療
、
が
ん
診

療
な
ど
の
政
策
医
療
に
も
力
を
入
れ
、

地
域
の
方
々
か
ら
の
信
頼
に
応
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
は
お
そ
ら
く
ま

だ
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
働
く
職
員
に
対
し
て
は
様
々

な
支
援
を
行
い
、
安
心
感
・
信
頼
感
を
得
な
が
ら
、
こ
の
状
況
を
乗
り

切
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

長
期
的
展
望
と
し
て
は
、
診
療
機
能
の
維
持
・
向
上
を
常
に
図
り
な

が
ら
、
病
院
と
し
て
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
診
療
だ
け
で
は
な
く
、「
地

域
住
民
の
健
康
を
守
る
」
と
い
う
基
幹
病
院
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ｑ 
．

Ａ 

．
Ｑ 

．　
Ａ 

．

伊藤院長

院長室に飾る「赤べこ」
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当
院
は
「
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
し
て
、
感
染
症
患
者

さ
ん
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
限
ら
ず
、
常
時
、
感
染
対
策
を
実
践
す
る
と
と
も

に
、
患
者
さ
ん
・
病
院
職
員
・
お
見
舞
い
の
方
・
院
外
関
連
企
業
の
方

な
ど
、
病
院
に
出
入
り
す
る
す
べ
て
の
人
を
病
院
感
染
か
ら
防
護
し
、

安
全
で
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
資
す
る
こ
と
を
責
務
と
し
て
日
々
さ

ま
ざ
ま
な
感
染
対
策
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
院
で
は
「
院
内
感
染
防
止
対
策
委
員
会
（
I
C
C
）
」
を

設
置
し
、
当
院
に
お
け
る
病
院
感
染
防
止
・
対
策
に
関
す
る
諸
問
題
の

最
終
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
I
C
C
の
下
部
組
織
と
し
て
、
院
長
か
ら
一
定
の
権
限

を
委
譲
さ
れ
た
「
イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
チ
ー
ム

（
I
C
T
）
」
が
実
践
的
な
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム

は
、
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
検
査
技
師
・
事
務
職
員
等
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
組
織
横
断
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
拠
点
と
し
て
「
感
染
管
理
室
」
が
あ
り
、
平
時
よ
り

I
C
T
ラ
ウ
ン
ド
（
院
内
の
清
潔
環
境
調
査
・
改
善
活
動
）
や
感
染
予

防
教
育
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
、
感
染
管
理
室
が

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

① 

対
策
会
議
の
開
催

　

令
和
２
年
２
月
に
、
本
来
の
診
療
活
動
を
継
続
し
つ
つ
、
感
染
防
止

策
を
行
い
な
が
ら
、
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
目
的
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
「
院
内
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
定
期
的
に
対
策
会
議
を
開
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
対
応
方
針
を
は
じ
め
、
当
院
独
自
の
流
行
状
況
区
分

（
フ
ェ
ー
ズ
）
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
各
種
感
染
対
策
（
正
面
玄

関
で
の
検
温
と
発
熱
申
告
の
お
願
い
、
実
習
生
や
研
修
生
の
受
け
入
れ

の
可
否
、
面
会
制
限
・
禁
止
等
）
や
、
院
外
で
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

随
時
検
討
・
決
定
し
て
き
ま
し
た
。

○
本
部
長

○
副
本
部
長

○
感
染
管
理
室
：
各
班
の
調
整
や
技
術
指
導

　
　

•
患
者
治
療
班
：
発
熱
外
来
、
入
院

　
　

•
感
染
制
御
班
：
職
員
や
患
者
の
対
応

　
　

•
総
務
班
：
院
内
周
知
、
物
品
調
達
、
委
託
業
務
、

　
　
　
　
　
　

   

医
事
・
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　

•
対
外
活
動
班
：
院
外
活
動
調
整
、
報
告
、
情
報
収
集

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

 
当
院
の
活
動
に
つ
い
て　
　
　
　

感
染
管
理
室

院内対策本部
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② 
発
熱
外
来
の
実
施

③ 

感
染
管
理

　

令
和
２
年
２
月
に
埼
玉
県
か
ら
の
依
頼
を
受

け
、「
発
熱
外
来
」
を
開
設
し
、
１０
月
に
「
埼
玉

県
指
定　

診
療
・
検
査
医
療
機
関
」
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

暑
さ
と
寒
さ
の
直
撃
を
受
け
る
プ
レ
ハ
ブ
で

の
診
察
は
大
変
で
し
た
が
、
通
常
の
外
来
と
分

け
て
ス
ム
ー
ズ
に
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
１２
月
に
冷
暖
房
完
備
の
発
熱
外
来
を
駐

車
場
脇
に
新
設
し
ま
し
た
。

　

感
染
管
理
室
で
は
、
保
健
所
か
ら
の
診
察
・
検
査
の
依
頼
、
患
者
さ

ん
か
ら
の
電
話
相
談
な
ど
を
受
け
、
発
熱
外
来
の
受
診
調
整
を
し
て
お

り
、
看
護
部
・
放
射
線
科
・
薬
剤
部
・
医
事
課
（
事
務
）
な
ど
多
く
の

部
署
が
協
力
し
な
が
ら
発
熱
外
来
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽

性
者
が
発
生
し
た
際
に
は
、
緊
急
対
策
会
議

を
開
催
し
、
通
常
よ
り
も
対
象
者
を
広
げ
た

P
C
R
検
査
の
実
施
、
業
務
制
限
や
健
康
観

察
の
強
化
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
幸
い

に
も
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
こ
れ

ま
で
救
急
医
療
を
含
め
、
入
院
・
外
来
と
も

に
通
常
の
診
療
体
制
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す

る
診
療
や
対
策
に
病
院
全
体
で
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
特
徴
と
し
て
、
無
症
状
の
方
が
多

く
存
在
す
る
こ
と
、
発
症
す
る
２
日
前
か
ら
感
染
力
が
あ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
第
一
に
熱
の
あ
る
患
者
さ
ん

を
院
内
に
入
れ
な
い
工
夫
を
し
て
い
ま
す
が
、
診
察
後
に
患
者
さ
ん
や

保
健
所
か
ら
陽
性
判
明
を
告
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
職
員
が
濃
厚
接
触
者
と
な
ら
な
い
よ
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

マ
ス
キ
ン
グ
（
※
）
と
手
指
衛
生
の
徹
底
、
必
要
に
応
じ
た
個
人
防
護

具
の
着
用
な
ど
に
よ
る
「
標
準
予
防
策
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新設した発熱外来

発熱外来での診療の様子

※
「
発
熱
外
来
」
を
受
診
希
望
の
方
は
、
必
ず
事
前
に
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

す
べ
て
の
人
々
は
感
染
源
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
人
込
み
に

　

 

立
ち
入
る
場
合
は
マ
ス
ク
を
常
に
着
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

ご来院の際は…

赤外線サーモカメラの導入

　正面入り口において、すべての入館者へ手指消毒・

マスク着用の徹底と「赤外線サーモカメラ」による検

温をお願いしています。

　発熱などの症状がある方は、予約診療を含め、受診

前に正面入り口にて必ず職員へお申し出ください。

　これまでは、非接触型体
温計で検温を実施していま
したが、令和２年 12月よ
り、赤外線サーモカメラ（右
写真）を導入いたしました。
　テレビ画面の上に付いて
いるカメラで一人ひとりの
顔を認識し、同時に複数人
の検温が可能となりまし
た。
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診 療 科 紹 介   ＜ 　眼　科　＞

Ａ．現在、眼科は基本的に２診体制（常勤医師２名、非常　
　　勤医師１名）で、診察・外来治療・手術を行っており
　　ます。

Ａ．手術を月曜日午後・水曜日午後に行っています。
　　主に白内障手術を中心に行っており、日帰り～１泊２日
　　の入院になります。

Ａ．可能です。原田病や視神経炎などに対し、入院で点滴治療を行っています。

Ａ．当科で対応可能な疾患は全て対応し、適切な治療を行っていく所存です。この地域で
眼病にお困りの方のお役に立てるようスタッフ一同努めてまいります。
また、当科で対応できない眼疾患や難症例に関しては、当該疾患の専門医が在籍する
病院・クリニック等にご紹介し、患者さんに最大のメリットがあるようにいたしま
す。
今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

Ａ．主な内容は次のとおりです。

・中心窩下脈絡膜新生血管を伴う加齢黄斑変性症、糖尿病黄斑浮腫、網膜静脈閉塞
症に伴う黄斑浮腫、病的近視における脈絡膜新生血管などに対し、抗血管内皮増
殖因子薬（抗ＶＥＧＦ薬）の硝子体注射を、日帰りで行っています。

・糖尿病網膜症、網膜裂孔、網膜静脈閉塞症等に対する網膜光凝固術を行っていま
す。

・眼内レンズ挿入眼の後発白内障に対する後発白内障切開術を行っています。

・視野検査と眼底三次元画像解析（ＯＣＴ）を用いて、視神経乳頭周囲の神経線維
層や黄斑部の網膜神経節細胞層の厚さを評価し、早期緑内障の検出を行っており
ます。

  Ｑ．眼科は、どのような診療科ですか。

  Ｑ．深谷日赤の眼科の特徴を教えてください。

  Ｑ．地域の皆様に向けて一言お願いします。

  Ｑ．手術以外で入院は可能でしょうか？

  Ｑ．外来ではどのような治療を行っていますか？

副部長　橋本　英明

眼科スタッフ 橋本　英明（眼科副部長）　　木原　剛（眼科副部長）
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病院正面入り口の右側に設置 稼働のスイッチを回す伊藤院長 蛇口から流れる綺麗な地下水

　令和２年12月15日（火）より、地下水を利用した給水設備「地下水膜ろ過システム」の本

格稼働を開始しました。

　この設備は、地下水に膜ろ過処理を行い、より安心・安全な水を供給することができます。

　地下水・膜ろ過処理後の水は、定期的な水

道法の水質検査をクリアしており、良質な水

を毎時12ｔ製造（稼働時間22時間）してい

ます。

　また、深谷市上水道からの供給と併せるこ

とで、水源が二重化となり、災害発生時や上

水道の断水時においても、安定的に水を確保

できるとともに、非常用電源に接続すること

で、停電時にも使用することが出来ます。

　当院は、厚生労働省から地域災害拠点病院

に指定されており、災害時にも必要な医療提供が行えるように、通常時に使用している電力の

６割程度の発電容量を備えた自家発電装置や、日ごろ病院運営で使用している量の水を３日分

確保しています。

　しかし、近年の災害時の水道の復旧日数（右図）

が示すように水の確保は重要です。

　これまでも、地下水を院内の空調設備やトイレに

利用していましたが、災害時においても医療用水及

び飲料用水を確保し、病院機能を維持出来るよう本システムを導入いたしました。

　また、本システムの導入により、現在当院が使用している水量の７割～８割を賄うことがで

きるため、経費の節減にも繋がります。

　更に、１日の製造量から院内使用分を除いても、１日約50ｔ（※）の水量が確保出来るた

め、断水時や災害時において、地域住民の皆様に供給することを目指しています。

※１人１日あたりの必要な飲料水を２ℓとした場合、約2.5万人分に供給できる量です。

～「地下水膜ろ過システム」設置のご案内～

「地下水膜ろ過システム」
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＜地域の皆様へのご案内＞
　　当院を受診の際は、紹介状をご持参ください。

　 連 携 医 療 機 関 の ご 紹 介

当院受診の際（初診時）は、他の医療機関からの紹介状（診療情報提供書）をご持参
いただくことをお勧めします。
紹介状（診療情報提供書）をご持参いただいた場合は、国が定める初診時選定療養費

（医科5,500 円・歯科3,300 円）のご負担がなくなります。

しみず歯科クリニック

清水病院

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒360-0853　熊谷市玉井5-101-1
048-531-4182
清水　篤
歯科、矯正歯科、小児歯科、口腔外科
木曜、日曜、祝日
(午前) 9時～12時30分
(午後) 2時30分～7時　
※土曜は(午前）9時～13時30分 　
　　　　(午後) 2時30分～4時30分          

　当院は地域のニーズにきめ細かに対応できるように、本年度（令和２年度）からサブアキュート症例の
速やかな受け入れを強化し、また新たに皮膚科、形成外科、耳鼻科の在宅診療も始めました。
　今後とも埼玉県西部地域の医療の一端を積極的に担っていきたいと考えています。

院長先生からのメッセージ

　当院は、小さなお子様から高齢の方まで幅広い層の患者様に来院いただいている地域密着型のクリ
ニックです。患者様とのコミュニケーションを大切にし、わかりやすい説明と納得いく治療を心掛けてい
ます。
　これからも皆様の生涯のお口の健康管理を任せていただけるよう努力していきます。

院長先生からのメッセージ

住 所
電 話
院 長
診 療 科

休 診 日
受 付 時 間

〒369-1412　秩父郡皆野町皆野1390-2
0494-62-0067
白川妙子
内科、胃腸内科、リハビリテーション科、
皮膚科、外科、糖尿病内科、形成外科、
耳鼻咽喉科
日曜、祝日
午前9時～12時　　
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地 域 医 療 連 携 だ よ り

深谷赤十字病院は地域との
　　　医療連携に努めています。
初期診療や慢性の継続診療などは、「かかりつけ医」の先生に

診ていただき、専門的な検査や診察、また入院が必要な治療は

病院が受け入れるという役割分担を行うことで、地域の皆様が

継続して適切な医療が受けられるような体制を維持しています。

　 連 携 医 療 機 関 の ご 紹 介

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒366-0052　深谷市上柴町西3-9-2
048-570-0033
柴﨑　修
耳鼻咽喉科
水曜、土曜午後、日曜、祝日
(午前) 9時～12時30分
(午後) 3時～6時
※土曜は午前9時～12時30分

河田医院

しばさき耳鼻咽喉科

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒360-0842　熊谷市新堀新田503-1
048-532-6022
河田政之
内科、神経内科
月曜、土曜午後、日曜、祝日
(午前) 9時～12時
(午後) 2時30分～6時
※土曜は午前9時～12時

 　中耳炎やアレルギー性鼻炎など、耳・鼻・のどの一般的な診療から、めまいのリハビリテーション、補
聴器の装用指導も行っております。定期的な聴力検査、耳垢除去、喫煙されている方には声帯チェック
をお勧めいたします。当院は、アルカス熊谷を応援しております。

院長先生からのメッセージ

　当院は、内科、神経内科の診療を行っています。
　神経内科専門医として、パーキンソン病などの変性疾患、頭痛、ふるえ、物忘れなどの診療を特徴とし
ています。よろしくお願いします。

院長先生からのメッセージ
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深谷赤十字病院
〒 366-0052  深谷市上柴町西５丁目８番地１
℡ 048-571-1511（代）
http://www.fukaya.jrc.or.jp/
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　当院は令和２年 11月１日（日）をもちまして、創立 70 周年を迎えることが出来ました。
　その記念として、かつてコス島から株分けされ、県内の小川赤十字病院で大きく育っている由緒ある 『ヒポ
クラテスの木』 を少し分けていただき、記念樹として植樹しました。
　正面入り口に向かって左側の芝生に植えられた苗木は、まだ高さが約 2.5m、幹は約 3cm 程とまるでごぼう
のように細い木ですが、患者さんをはじめ、ご来院される方々や職員に見守られ、少しずつ生長しています。

　医学の祖・ヒポクラテスが、コス島（ギリシャ領）のプラタナス
の大樹の陰で弟子たちに医学を教えたという言い伝えに由来し、
医療倫理や医学教育のシンボルとして、株分けされたその木の子
孫が多くの病院や医学部のある大学に植樹されています。
　日本にもいくつか苗木が持ち込まれ、昭和 55 年の日本赤十字
社創立 100 周年記念に植樹された、通称‘日赤株’は、育成後に
全国の赤十字施設に配付されました。

『ヒポクラテスの木』とは・・・

植樹の様子

栄養課からの人気食おすすめレシピ
― 白身魚のみそクリームかけ ―

　まだまだ寒い日が続いていますね。そんな日
に、身体も心も温まる１品「白身魚のみそクリー
ムかけ」を紹介します。濃厚でクリーミーなソー
スが魚とよく合い、ご飯がすすみます。
　日本の伝統食品である“みそ”を、たまには
洋風にアレンジしてみませんか？

①白身魚を皮がこんがりするまで焼く。
②鍋に、味噌、牛乳、砂糖を入れてなめらかに
　なるまで混ぜ、火にかける。
　こげないようにかき混ぜながら煮立たせ、水
　溶き片栗粉でとろみをつけ、火を止める。
③①の焼きあがった魚に、②のみそクリームを
　かけて完成。

 ☆写真は、青のりを添えましたが、ねぎや粉
チーズもおすすめです。お好みでどうぞ。

白身魚･････　
　
味噌･････…
砂糖･････…
牛乳･････…
片栗粉･････
青のり･････

2切れ　
　
大さじ１杯
小さじ１杯
80ｍｌ
小さじ１杯（水で溶いておく）
お好みで

材 料（2 人分）


